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問題や，資源の有効利用の観点からリサイクルを中心と
した「ゼロ・エミッション」（廃棄物ゼロ化）への取組み

及とその市場形成のための「グリーン購入」などの取組
みもますます活発になることが予想される。
こうした最近の潮流から，今後，企業が存続していく

ためには次の 2点が重要な課題になってくると考えられ
る。まず第一点は，産業が供給する「もの」や「サービ
ス」は，単に安価で性能が良いだけの製品が求められる
時代は蚊 ，� 鴨の ない製品邥発とその 産が梶
の媙 が企業の旭俄な になることでヾる。
第 点は，企業の 拾 か禁 な取榛
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取榛
や製品ア

セスメント手法を組入れた研究・技術開発に取組むこと
が一つの答になると考えられる。
第二に，開発と事業化において従来からの取組みで培

ってきた「守り」のポテンシャルを最大限に活用するこ
とである。従来はどちらかといえば，新しい開発・事業
化（
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